
ところ／南二日町広場
問合せ／三島市農政課

電話０５５‐９８３‐２６５２

泉のまち音楽会
『ハンドベルと歌とストリートオルガンコンサート』
とき／７月２６日（土）１４：００～１５：３０
ところ／清水町福祉センター

多目的ホール
出演／大石光男、大石由紀子
入場料／無料
問合せ／清水町社会教育課

電話０５５‐９７２‐６６７８

第３５回すその夏まつり
とき／８月２日（土）１６：００～２０：５０
＊雨天の場合は翌日に順延
ところ／裾野市運動公園
内容／大道芸、阿波踊り、五竜太鼓、
須山シャギリ、１９：３０～花火大会
その他／裾野市役所、市民文化セン
ターなどから無料シャトルバスあり
問合せ／裾野市商工観光室

電話０５５‐９９５‐１８２５

～１９：３０頃、帰り／１５：００頃～
２１：３０頃まで随時運行予定）
問合せ／かんなみワクワク狩野川ま
つり実行委員会事務局（函南町観光
協会内） 電話０５５‐９７８‐９１９１

第６１回沼津夏まつり
昼はシャギリなどがお祭りを盛り上

げ、夜は全国でも珍しい市街地で行わ
れる狩野川花火大会を開催します。
花火大会

とき／７月２６日（土）、２７日（日）
１９：３０～２０：４５＊雨天の場合は翌
日以降７月２９日（火）まで順延
ところ／狩野川河川敷
問合せ／沼津市観光交流課

電話０５５‐９３４‐４７４７

第７回三島馬鈴薯祭り
高級品として出荷されている三島

馬鈴薯や今話題の『みしまコロッケ』
を販売します。
とき／７月１２日（土）９：００～１４：００
＊雨天決行

土肥海水浴場海開き
土肥海水浴場 西伊豆最大の土肥海
水浴場は、遠浅で波静かです。シャ
ワーや脱衣場も無料。すぐそばに駐
車場（有料）もあります。
小土肥海水浴場 近年整備された砂
浜の海水浴場です。付近には磯もあ
り、自然観察にも最適です。砂遊び
もできます。
問合せ／伊豆市観光協会土肥支部

電話０５５８‐９８‐１２１２

かんなみワクワク狩野川まつり
とき／７月２６日（土）１５：００～２１：００
＊雨天の場合は７月２７日（日）
ところ／函南町肥田簡易グラウンド
内容／かんなみ猫おどり、狩野川ワ
クワク花火大会、わくわく屋台村、な
つかしの縁日村、かんなみ子どもシャ
ギリ、かんなみサンバ、よさこい踊り
その他／駐車場なし。ＪＲ函南駅、
伊豆箱根鉄道伊豆仁田駅、函南町役
場から運行する無料シャトルバスを
ご利用ください。（行き／１４：３０頃

来年度の市民カレンダーのテーマは、『わた
しの好きな伊豆の国』を予定しています。お気
に入りの風景や、受け継ぎたい伝統行事、穴
場絶景スポットなど、あなたの好きな伊豆の
国をカメラに収めて応募してください。

規　格●４つ切またはワイド４つ切で、白黒・カラーどちらでも可。
作　品●伊豆の国市誕生（平成１７年４月）以降、市内で撮影した未発表
のものに限ります。作品の版権は伊豆の国市に帰属し作品は返却しませ
ん。デジタルカメラによる作品でも可。組写真は不可。作品の裏面に、
題名、撮影時期・場所、住所、氏名、電話番号、写真の説明（伊豆の国
の好きなところ）を記載した紙を貼付し、額に入れずにご応募ください。
受　付●１１月７日（金）までに郵送か直接持参
発　表●市が選考を行い、１２月中に作品を掲載する人には直接通知し
ます。応募いただいた全作品を市ホームページ上で公開。
申込み・問合せ●市役所秘書広報課『市民フォトコンテスト担当』宛

〒４１０‐２２９２長岡３４０‐１　電話０５５‐９４８‐１４３１

伊豆の国の
好きなところを

カシャッ！

23 ２００８．７．１いずのくに

『トップが率先　みんなが実行
つみ取ろう職場の危険』。昨年県内
では５，０３８人が休業４日以上の労
働災害を被り、４８人が命を失いま
した。労使が一丸となって、職場
に潜むリスクを低減させましょう。
問合せ／厚生労働省労働基準局

電話０３‐５２５３‐１１１１

中小企業で働く従業員のための外
部積立型の国の退職金制度です。
・退職金の管理が簡単
・移行時に積み立て不足の解消は不要
・移行時と加入時の事務手数料なし
・国から掛け金増額助成あり
問合せ／中小企業退職金共済事業
本部　電話０３‐３４３６‐０１５１（代表）
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杉
本

す
ぎ
も
と

和
敏

か
ず
と
し

き
に
ゃ
ん
ね
大
仁

夏
祭
り
実
行
委
員
長

さ
ん

ＭＹ　ＷＡＹ

東
部
最
大
級
の
花
火
大
会
に

み
ん
な
で
き
に
ゃ
ん
ね

き
て
く
だ
さ
い
ね

大
仁
商
店
街
で
美
容
院
を
営
む
杉
本
さ
ん

は
、
十
五
年
前
か
ら
こ
の
祭
り
の
運
営
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。「
成
功
さ
せ
た
と
き
の
大

き
な
達
成
感
は
、
他
で
は
味
わ
え
ま
せ
ん
」。

祭
り
の
予
算
の
ほ
と
ん
ど
は
地
元
企
業
や

商
店
、
一
般
市
民
か
ら
の
協
賛
金
で
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
期
待
の
大
き
さ
が
、

そ
の
ま
ま
祭
り
の
規
模
と
な
り
、
今
年
の
花

火
は
県
東
部
最
大
級
の
一
万
三
千
発
を
予

定
。
最
後
を
飾
る
大
空
中
ナ
イ
ア
ガ
ラ
は
、

三
分
四
十
秒
も
の
長
時
間
、
夜
空
を
黄
金
色

に
輝
か
せ
ま
す
。「
今
は
観
光
協
会
か
ら
の

補
助
も
い
た
だ
い
て
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
実

行
委
員
会
で
独
自
に
運
営
し
て
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
手
で
、
こ
の
花

火
大
会
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」。
杉
本

さ
ん
ら
実
行
委
員
の
夢
は
膨
ら
み
ま
す
。

毎
年
、
多
く
の
人
で
ご
っ
た
返
す
会
場
の

保
安
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
車
よ
り

電
車
や
徒
歩
で
の
来
場
が
お
す
す
め
。
帰
り

は
人
の
流
れ
が
集
中
し
、
事
故
が
起
こ
り
や

す
い
の
で
、
花
火
の
余
韻
に
ひ
た
り
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」。

お
客
さ
ん
が
無
事
に
家
に
着
い
て
は
じ
め

て
、
杉
本
さ
ん
た
ち
は
達
成
感
を
味
わ
い
、

ま
た
来
年
も
頑
張
れ
る
の
で
す
。

伊
豆
の
国
市
消
防
団
第

三
分
団
は
、
旧
・
伊
豆
長

岡
方
面
隊
第
四
分
団（
小

坂
）と
、
同
方
面
隊
第
五

分
団（
長
瀬
、
戸
沢
）が
統

合
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

管
轄
区
域
に
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
で
有
名
な
葛
城
山
な
ど
の
広
い
山
間
部
を
抱

え
、
ま
た
戸
沢
川
の
狩
野
川
合
流
点
に
あ
る
ひ

管
・
排
水
機
場
も
点
検
・
操
作
し
て
い
ま
す
。

第
三
分
団
は
、
年
十
八
回
の
ひ
管
・
排
水
機

場
点
検
を
区
の
人
と
合
同
で
行
い
、
ま
た
区
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
区
民
祭
、
夏
祭
り
、
ど

ん
ど
焼
き
、
市
駅
伝
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

区
民
と
の
親
交
を
深
め
、
有
事
の
際
の
地
域
の

連
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

（
井
川
分
団
長
よ
り
）「
第
三
分
団
は
、
団
員

の
年
齢
差
が
あ
ま
り
な
く
、
ま
と
ま
り
や
す
い

分
団
で
す
。
消
防
団
に
は
、
こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
人
口
の
減
少
、
時

代
の
流
れ
な
ど
か
ら
、
団
員
確
保
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
入
団
対
象
者
の
ご
家
族
に
、

ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
い
て
団
員
を
増
や
し
、

分
団
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

第３分団ＤＡＴＡ
管轄区域　小坂、長瀬、戸沢

（３８２世帯／１，１７６人）

分団長　　井川宏之（小坂）

副分団長 町田公二（長瀬）

団員数　　３４人（うち支援１１人）

団員の平均年齢　　２８．０歳＊

団員の

職業

＊
正
・
副
分
団
長
、
支
援
団
員
を
除
い
た
現
役
団
員
の
年
齢

③ 第３分団イベントでは屋台を開くことも 排水機場の操作は慎重に

ポンプ車操法の要員

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
十
三
ペ
ー
ジ
記
事
参
照


